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第５次弟子屈町総合計画　行政評価「町民アンケート」結果

「町民アンケート」
　

町
で
は
「
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
行
政
評
価
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
成
果
指
標
と
す
る
た
め
に
、

毎
年
度
「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
５
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
て
行
わ
れ
た
「
行
政
評
価
」の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
的
／ 

広
聴
活
動
の
一
環
お
よ
び
総
合
計
画

の
達
成
度
を
測
る
指
標
の
現
状
を
調

査
す
る

対
象
／ 
 20
歳
以
上
の
町
民
名
簿
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
１
０
０
０
人

期
間
／ 

５
月
28
日
発
送
、
回
答
期
限
を
６
月

11
日
に
設
定

回
答
率
／
30
･
４
％

実

施

内

容

評

価

方

法

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
設
問（
問
８
、
問
16
）に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
大
変
満
足

「
５
」、
満
足
「
４
」、
ふ
つ
う「
３
」、
あ
ま
り

満
足
で
な
い「
２
」、
満
足
で
な
い「
１
」の
い

ず
れ
か
に
○
印
を
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

集
計
・
点
数
化
し
ま
し
た
。

　

大
変
満
足
「
１
０
０
点
」、
満
足
「
75
点
」、
ふ

つ
う
「
50
点
」、
あ
ま
り
満
足
で
な
い「
25
点
」、

満
足
で
な
い「
０
点
」と
し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
由
記
載
欄
に
は
自
由
に
意
見
を

書
い
て
い
た
だ
き
、
１
７
０
件
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

○ 

道
の
駅
の
ま
わ
り
の
花
な
ど
は
き
れ
い
で

す
が
、市
街
地
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
所
も
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

（
８
） 

地
域
の
特
産
品
、
お
土
産
な
ど

の
開
発

41

43

-2

41

40

40

42

-2

33

31

23

24

36

36

41

41

０

（
14
） 

地
元
農
産
物
の
販
売
環
境

（
13
） 

既
存
企
業
の
育
成
・
振
興

（
12
）
若
者
が
働
け
る
職
場
づ
く
り

（
11
） 

通
年
雇
用
型
の
企
業
の
誘
致

（
10
） 

地
場
性
の
高
い
新
作
物
や
加
工

品
の
研
究
開
発

（
９
） 

地
場
資
源
な
ど
の
活
用
に
よ
る

企
業
の
支
援

32

30

29

29

38

38

0

30

27

49

45

+4

29

28

+1

（
20
） 

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
魅
力
あ

る
宿
泊
施
設
づ
く
り

（
19
） 

カ
ヌ
ー
や
釣
り
、
農
業
体
験
な

ど
の
体
験
型
観
光
の
推
進

（
18
） 

温
泉
保
養
や
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し

た
宿
泊
や
滞
在
型
観
光
の
推
進

（
17
） 

町
民
と
連
携
し
た
地
産
地
消
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
推
進

（
16
） 

買
い
物
に
来
や
す
い
商
店
街
の

環
境
づ
く
り

（
15
） 

地
域
密
着
型
の
安
心
で
き
る
商

店
の
育
成

（
21
） 

検（
健
）診
な
ど
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進

56

54

37

37

０

46

47

-1

（
23
）
医
療
費
助
成
の
充
実

（
22
） 

医
療
施
設
の
診
療
科
目
な
ど

医
療
の
充
実

（
１
） 

摩
周
湖
、
屈
斜
路
湖
、
釧
路

川
な
ど
の
自
然
環
境
保
護

60

58

+2

41

41

54

52

+2

46

46

０

48

47

+1

61

59

+2

48

47

（
７
） 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
C
O
2
を
削

減
す
る
環
境
保
全
の
推
進
と
啓
蒙

（
６
） 
ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

（
５
） 

省
資
源
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

の
推
進

（
４
） 

自
然
開
発
に
お
け
る
ル
ー
ル

づ
く
り
の
推
進

（
３
） 

緑
化
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な

ど
の
推
進

（
２
） 

自
然
環
境
と
調
和
す
る
町
並

み
景
観
の
整
備 設

問

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）
点
差

産
業
活
性
化

暮 環
境

０+1

+1+2-1０+20+3

+2

ら
し

51374842425445

3235353229314331

47

46

+1

（
26
） 

自
立
支
援
や
在
宅
援
護
な
ど
障

が
い
者（
児
）福
祉
制
度
の
充
実

48

48

０

50

50

（
25
） 

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
・
生

き
が
い
づ
く
り

（
24
） 

福
祉
施
設
の
整
備
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

０

47284045 4244

○ 

空
き
家
や
廃
屋
が
多
く
、
子
ど
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
な
い
。

○ 

病
院
の
診
療
科
目
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

○ 

運
転
免
許
証
を
返
還
し
て
も
安
心
し
て
生

活
で
き
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

○ 

車
が
な
い
と
買
い
物
が
た
い
へ
ん
。

○ 

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
子
育
て
す
る
に

は
す
ば
ら
し
い
環
境
で
す
。

設
問

点
差
策
定
時（
点
）

策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

回

答

結

果

問
８　

 

弟
子
屈
町
の
生
活
環
境
や
ま

ち
づ
く
り
、
町
政
に
つ
い
て

の
満
足
度
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

問
16　

 

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
自

由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。（
自

由
記
載
）

※ 

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設
問

　
（
問
８
、
問
16
）
の
回
答
の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

43

42

（
28
） 

母
子
・
父
子
家
庭
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

+1

45

43

42

+1

（
27
） 

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
た
め
の
保
健
医
療
の
充
実

36

水 と 森 と 人 が 共 に 輝 き、 活 力 あ ふ れ る 自 立 し た ま ち

第５次弟子屈町総合計画

行政評価

結 果

2823

健康で安心して子育てできる環境整備を
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45

46

-1

50

47

+3

36

38

55

56

55

55

０

（
39
） 

学
校
施
設
の
整
備

（
38
） 

消
防
救
急
・
防
災
防
犯
体
制
と

関
連
施
設
や
設
備
な
ど
の
整
備

（
37
） 

通
勤
・
通
学
・
買
い
物
・
病
院
へ

の
通
院
な
ど
の
移
動
の
利
便
性

（
36
） 

住
宅
周
辺
や
幹
線
道
路
の
除

雪
や
排
雪

（
35
） 

安
全
な
通
行
と
輸
送
な
ど
の

た
め
の
道
路
整
備

（
40
） 

教
育
教
材
や
保
護
者
の
負
担

軽
減
な
ど
の
教
育
環
境

52

51

+1

51

49

51

50

+1

47

46

44

44

０

43

40

43

42

+1

（
46
） 

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し

め
る
施
設
や
機
能
の
整
備

（
45
） 
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
や
施

設
の
整
備

（
44
） 

芸
術
や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る

機
会
の
整
備

（
43
） 

図
書
館
や
資
料
館
な
ど
の
施

設
や
機
能
の
充
実

（
42
）
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

（
41
） 

幼
児
教
育
や
機
能
の
整
備

（
47
） 

人
材
育
成
の
推
進

41

40

+1

43

43

43

44

44

44

０

44

44

０

49

49

０

（
52
） 

姉
妹
都
市
交
流
や
他
市
町
村
・

国
際
交
流
機
会
な
ど
の
充
実

（
51
） 

他
地
域
へ
誇
る
郷
土
愛
を
育

む
学
習
や
町
の
魅
力
を
高
め

る
活
動
参
加
機
会
の
充
実

（
50
） 

町
民
同
士
や
団
体
同
士
の
連

携
や
協
力

（
49
） 

団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
リ
ー
ダ
ー

の
育
成

（
48
） 

弟
子
屈
町
の
こ
と
を
学
ぶ
機

会
の
充
実

（
53
） 

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
推
進

44

45

44

45

43

42

+1

55

54

+1

47

46

+1

47

45

44

45

（
59
） 

施
策
の
考
え
方
の
公
表（
施
策

の
説
明
責
任
）

（
58
） 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
迅
速

化

（
57
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
な
ど
の
地
域
情
報
基
盤
の
整
備

（
56
） 

広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

聴
の
充
実

（
55
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

（
54
） 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
館
の

整
備

44

41

（
60
） 

財
政
の
健
全
化

○ 

学
校
や
児
童
館
な
ど
の
安
全
確
保
を
充
実

さ
せ
て
ほ
し
い
。

○ 

子
ど
も
が
安
全
に
遊
べ
る
公
園
な
ど
を

も
っ
と
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い 

で
す
。

設
問

点
差

設
問

点
差

設
問

点
差

○ 

職
員
の
意
識
改
革
を
望
む
。
も
っ

と
町
民
目
線
に
立
っ
て
ほ
し
い
。

○ 

大
き
な
都
市
と
違
い
、
近
所
の
方

と
繋
が
り
が
で
き
て
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
す
。

○ 

将
来
を
担
う
小
中
高
校
生
な
ど
の

意
見
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
。

○ 

財
政
の
健
全
化
が
急
務
。
事
業
を

見
直
し
て
で
も
行
う
べ
き
。

○ 

観
光
も
必
要
で
す
が
、
住
ん
で
い

る
人
た
ち
を
優
先
に
考
え
て
ほ
し

い
で
す
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

教
育

人
材

行
政

+2+1+3

０

+2+3

○ 

私
一
人
で
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
町
全
体
が
ひ

と
つ
に
な
れ
ば
何
か
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

○ 

国
や
時
代
の
流
れ
を
い
ち
早
く
情
報
収
集
で

き
る
人
材
を
育
成
し
て
ほ
し
い
。

 

○ 

サ
イ
レ
ン
（
チ
ャ
イ
ム
？
）
が
頻
繁
に
鳴
る
が

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
が
な
く
な
る
の
で
は
？
。

町
民
の
声（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

他
そ
の

48474051

46464745444343

38424248

4450435044444340

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

43

（
30
） 

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

44

45

-1

（
31
） 
町
ぐ
る
み
で
育
児
支
援
が
で
き

る
行
政
と
町
民
の
共
同
推
進

50

48

+2

33

32

（
33
） 

観
光
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い

街
並
み
景
観
の
整
備

（
32
） 

下
水
道
の
整
備

+1

49

39

37

（
34
） 

公
園
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、

散
策
路
の
整
備

+2

42

50

48

（
29
） 

保
育
所
な
ど
地
域
の
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

+2

46

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

○ 

せ
っ
か
く
の
温
泉
地
。
日
帰
り
温
泉
な
ど
、

温
泉
を
利
用
し
た
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
。

○ 

娯
楽
施
設
や
遊
ぶ
場
所
が
な
い
。
有
料
で
も

い
い
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
が
ほ
し
い
。

○ 

町
内
で
ま
ち
の
特
産
品
が
買
え
る
、
食
べ
ら

れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い
。

○ 

若
者
の
働
く
場
所
が
増
え
る
と
い
い
。

○
若
者
同
士
で
交
流
で
き
る
場
が
必
要
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

第５次弟子屈町総合計画　行政評価「町民アンケート」結果

45

-2

だれもが安心して教育を受けられる環境づくりを

町の情報分かりやすく発信

新たな市街地を町民の皆さんと検討
（中心市街地再構築全体構想町民会議）

郷土を学び誇れるまちに

-2-1
-1

-1-1-1
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情
報
共
有
の
充
実

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
進
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

地
域
の
魅
力
を
高
め
る

人
材
育
成

義
務
教
育
環
境
の
充
実

快
適
な
生
活
空
間
の
形

成 高
齢
者
福
祉
の
充
実

観
光
の
振
興

産
業
間
連
携
の
推
進

施
策

改
善
点
と
今
後
検
討
す
る
こ
と

農
業
へ
の
新
規
入
植
シ
ス
テ
ム

の
構
築
。
協
力
隊
へ
の
支
援

観
光
客
増
加
に
向
け
た
施
設

整
備
の
た
め
の
財
源
の
確
保

介
護
職
不
足
対
策
と
し
て
外

国
人
材
を
含
め
検
討
を

公
営
住
宅
の
在
り
方
の
検
討

を
進
め
る

将
来
的
な
へ
き
地
小
学
校
の

在
り
方
の
議
論
・
協
議
を

若
い
人
材
を
い
か
に
育
て
る

か
を
さ
ら
に
検
討

１　

 

屈
斜
路
湖
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
、
北
海
道
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
条
例
の
適
用
や
登
録
制
の
導
入
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。
自
主
ル
ー

ル
に
つ
い
て
も
運
用
は
限
界
が
見
え
て
い
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
地
域
と
し
て
全
面
規
制
を
含
め
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
で
は「
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

の
目
標
年
次
で
あ
る
10
年
後
に
ま
ち
の

将
来
像
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
毎
年
度
、

行
政
活
動
を
評
価
し
て
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
は
全
部
で
３
階
層
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
１
次
評
価
が
職
員
の
評
価
、
２

次
評
価
が
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の

評
価
、
３
次
評
価
が
町
民
評
価
委
員
会

の
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
各
評
価
の
内
容
は
、
１
次

評
価
で
は
、
前
年
度
に
行
っ
た
事
務
事

業
と
そ
れ
を
束
ね
る
施
策
の
評
価
。
２

次
評
価
で
は
、
施
策
の
方
向
性
に
関
す

る
評
価
。
３
次
評
価
で
は
、
評
価
結
果

を
受
け
た
改
善
点
に
関
す
る
評
価
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
次
評
価
・
３
次
評
価
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

行政評価

結 果
２
次
評
価（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

に
よ
る
評
価
）の
結
果（
主
な
も
の
）

問い合わせ先／どちらも☎４８２‐２９１３（課直通）まで
町民アンケートについては、役場まちづくり政策課広報統計係
行政評価については、役場まちづくり政策課政策調整係

３
次
評
価（
町
民
評
価
委
員
会
に
よ
る

評
価
）の
結
果

２　

 

農
業
被
害
の
拡
大
が
続

き
、
そ
の
対
策
が
急
務

で
あ
る
が
、
鳥
獣
対
策

の
担
い
手
で
あ
る
猟
友

会
の
高
齢
化
が
著
し
い
。

若
い
世
代
に
ど
う
引
き

継
い
で
い
く
か
対
策
を

急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

３　

 

既
存
の
観
光
資
源
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
に
目
を
向
け
て
、

魅
力
の
再
発
見
を
す
る

た
め
、
町
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
。
て
し
か
が
え

こ
ま
ち
推
進
協
議
会
の
役
割
は
全
国
で
も
例
が
少
な

く
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
か
ら

意
見
が
聞
け
、
実
行
で
き
る
重
要
な
場
に
な
っ
て
い

る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
の
た
め
に
も
、
協
議
会

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

４　

 

弟
子
屈
高
校
の
生
徒
た
ち
が
「
弟
子
屈
の
こ
と
が
好

き
」「
ど
う
し
た
ら
弟
子
屈
が
よ
く
な
る
の
か
」
と
素

直
に
口
に
し
て
い
る
。
地
域
を
学
ぶ
効
果
が
で
て
い

る
と
感
じ
る
。
し
っ
か
り
継
続
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

公
設
塾
を
設
置
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
弟
子

屈
高
校
が
力
を
い
れ
て
い
る
と
い
う
英
語
力
の
向
上

の
た
め
、
海
外
へ
の
修
学
旅
行
な
ど
、
さ
ら
に
魅
力
向

上
の
手
段
を
考
え
る
べ
き
。

５　

 

ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
も
っ
と
有
効
に
活
用

す
べ
き
。

６　

 

人
財
バ
ン
ク
な
ど
を
も
っ
と
活
用
で
き
る
よ
う
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。
行
政
や
民
間
の
枠
を
超
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
・
経
験
を
も
つ
方
と
連
携
し
、
動
け

る
人
材
、
人
が
集
ま
れ
る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
。

※ 

大
き
く
６
つ
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
の
課
題
と
在

り
方
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

第５次弟子屈町総合計画　行政評価結果

防災ワンポイントコーナー

　昨年９月６日の胆振東部地震により、道内全域が停電となるブラックアウトが発生しました。本町でも２日間停電
が続き、観光・農業・商業などの経済活動だけではなく、日常生活にも大きな打撃を受けました。家庭でも、照明はもと
より、すべての電化製品が使えなくなり、携帯電話のバッテリーもなくなるなど、電気のない生活の不便さを痛切に
感じたことと思います。これらの教訓から、各家庭においても、カセットガスコンロや電気を使わないポータブルス
トーブ、懐中電灯などの準備を進めていると思いますが、本格的な冬の季節を前にもう一度確認してください。
　また、非常食の準備も進めていると思いますが、知っておくと便利な「自宅での避難生活を支えるために便利なも
の」を紹介します。

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

Ｊアラートの試験放送を行います

　大地震、火山噴火および河川氾濫などの災害が発生した場合や他国から弾道ミサイルが通過した時には、これらの
情報をいち早く住民にお知らせするため、消防のスピーカーを通じて一斉放送が行われます。本年８月から３カ月ご
とに全国一斉で試験放送を行っています。試験放送の日時と放送内容、スピーカー設置箇所は以下のとおりです。試
験放送を行う日時の前には、予告放送を行います。

▼放送日時／12月４日㈬　11時　　令和２年２月19日㈬　11時の２回

▼  放送内容／上り４音チャイム音～「これはJアラートのテストです」×３回～「こちらは弟子屈町です」～下り
４音チャイム音

▼消防のスピーカー設置箇所
　 弟子屈消防署、弟子屈消防署跡地、川湯消防支署、川湯市街地、川湯敷島団地、川湯消防団川湯駅前詰所、弟子屈消防
団美留和詰所、弟子屈消防団屈斜路詰所、泉ふれあいセンター、弟子屈町社会老人福祉センター、弟子屈町商工会
館、すずらん丘会館

▼自宅での避難生活を支えるために便利なもの
レトルト食品、アルファ米、無洗米、ホットケーキミックス、缶詰（肉の大和煮、魚の味噌煮、フルーツなど）
乾物（わかめなどの海藻、高野豆腐、切り干し大根、ドライフルーツ、インスタントスープ及び味噌汁）
根野菜類（じゃが芋、サツマ芋、人参、カボチャなど）カセットガスコンロ、予備のガスボンベ
飲料水（500 ㎖・２ℓのどちらでも可）と水袋または水タンク（水の配給が来た時に必要）

低所得者・子育て世代の方へのプレミアム付商品券

▼プレミアム付商品券を購入できる方
　≪低所得者の方≫　９月下旬頃に送付している申請書を持参し役場または川湯支所で申請してください。
　　　　　　　　　　 また、対象と思われる方で、送付のなかった方、紛失された方などは、一度お問い合わせく

ださい。
　≪３歳未満のお子さんがいる子育て世帯の方≫　申請は不要です（既に「購入引換券」を発送しています）

▼プレミアム付商品券
　　どちらも対象者１人につき、20,000円で25,000円分利用できる、１冊4,000円の商品券を５冊まで購入できます。

▼購入方法・販売場所
　　町が発行する「購入引換券」、本人確認書類（運転免許証、保険証など）をお持ちください。
　　町内の郵便局（弟子屈・川湯・美留和・屈斜路）、役場福祉課、川湯支所の窓口で購入できます。
　　平日の午前９時から午後５時まで購入できます。

▼商品券購入期間／令和２年３月31日㈫まで

▼商品券使用期間／令和２年３月31日㈫まで（使用できる店舗などは、商品券購入時にお知らせします）
　※ 使用期間を過ぎた商品券は使えません。また、残った商品券を換金することもできませんのでご注意ください。

購入のお忘れはありませんか？

                      商品券について／役場福祉課地域福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）
　　　　　　    取扱店について／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）
問い合わせ先

えこまち推進協議会の推進・まちづくりアドバイザーの活用を


